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2003.9.26　萩谷　宏

・両替したフィジードルの残金について

　両替を希望する人には、萩谷が１FJ$あたり70円で引き取りますので、申し出てください。

　（小銭が多くて困っているので、できれば両替はフィジードル札でお願いします。）

・事後学習会について

　測量、植生、地質、メディアのそれぞれについて、事後学習とまとめを行いたいと思います。調査用紙に開催日時についてのご都合を記入してください。

・レポートについて

　事後学習会の日程もありますので、仮の期限とした9/30までにレポートを提出する必要はありません。各学科のインターンシップ・学外実習の規定に基づき、それに間に合うように自分で判断して提出してください。萩谷のゼミ（「武蔵野台地を歩く」）で成績をつける場合は、成績をつけるのは後期の試験後になりますが、試験期間に重ならないよう、遅くとも年内には提出されるようお願いします。

・レポートのテーマについて

　テーマは自由ですが、もしどうしてもよいテーマが思いつかない場合は、以下のようなレポート・文書を書いていただくと主催者としてはありがたいです。

　例：USPの人々に武蔵工大を紹介する映像またはhtml文書、学内の人々に実習の概要を知らせる映像またはhtml文書、実習の経過を忠実に記録したレポート、フィジー実習の今後に向けたwebサイトの構築、英語版の実習サイト構築、…etc.

・実習費・食費の残金について

　FJ$234.57-の残金が出ましたが、今回、ウイングに弁当代の一部を補助していただいたり、現地のガイドや水、カヴァの儀式の贈り物、レンタカー代など、かなりの金銭的な援助をいただいています。そこで何か我々から記念品を贈ることで感謝の意を伝えたいと思います。その費用の一部に当ててよろしいでしょうか。

　また、贈り物としてどんなものがよいか、アイデアがあれば教えてください。武蔵工大からウイングに感謝の意を伝え、またUSPの学生さんたちにも記念になるようなものができればと思っています。よくあるのはオリジナルデザインのTシャツやタオル、などですが・・・。

・miniDVテープの扱いについて

　萩谷の研究室に、miniDVの編集及びS-VHSへの変換ができる業務用機材を準備中です。実習期間中に撮影した映像は、そこで編集したり、普通のVHSテープに変換して持ち帰ることができますので、いったんminiDVテープを萩谷に預けてくださるようお願いします。（学生さんのアルバイトでS－VHSに変換してもらいます。）なお、編集作業の日時・場所については個別に相談してください。

・メールアドレス・住所等の個人情報について

　個人情報は外に出していませんが、今後、OB・OG会やアシスタント会議、カヴァ・パーティーなどの際に、萩谷からではなく参加学生からメールや郵送、携帯電話で連絡を回す場合がありえます。そのため、学生の責任者を決めて、そこに住所や電話番号、メールアドレスなどの情報を管理してもらうことを考えています。ご了承くださいますようお願いします。（特に問題がなければ名簿をつくって全員に配布しようと思います。支障があれば萩谷まで連絡してください。）

・来年度以降について

　１期生のデータは今後の実習の企画運営に活用させていただきます。その意味でレポートに期待しています。また、今後とも無理のない範囲でご協力をお願いします。

